
建築と連続した駅前広場。駅前に居場所を作り、人を中へと引き込む効果と、冬の北風を抑える防風装置としても機能する。

2F 駅側吹き抜け。トップライトから光の降り注ぐ半外部空間。中間期には心地よい風に当たりながら読書が楽しめる。

2F 木漏れ日ロード。大きな開口を開け締めすることにより、夏は屋外、冬は室内、中間期は内外の曖昧な場所として利用する。

2F 開架書庫。木漏れ日の落ちる書架空間。

南側吹き抜け。半外部空間のテラスが点在している。

駅前広場に面した場所に配置した 1F ブックカフェ。行政窓口利用時の待ち時間などにも利用可能。

『渾然一体』
環境シミュレーションで生み出す共存関係

建築構成

採用ジオメトリ

スタディ例

設計概要 敷地 リサーチ・分析 設計コンセプト 設計

地方都市に建つ図書館 地域文化を育む街の交流拠点コンパクトで持続可能な都市構造への転換 気軽に身を隠せる 「森」 のような建築 森のような永久性と複雑生をもつジオメトリ00 01 02 03 04

・計画予定地
・敷地面積
・地域区分
・建ぺい率
・容積率
・前面道路
・その他の法規制

（仮称）駅前図書館基本計画　計画地概要
：那須塩原市本町 40－442 番地 他（JR黒磯駅より約 75m）
：約 4000 ㎡（施設駐車場、黒磯駅西口駐輪場を含む）
：商業地域 建築基準法 22条に基づく指定区域
：80％
：400％
：市道宝来通り線 黒磯駅前広場（市道宝来通り線及び市道旭通り線の一部）
：現在、計画敷地を含む黒磯本通り周辺地区では、町並み環境整備事業の検討が行われており、周辺町
　並みとの調和に　留意することが求められます。

本提案における面積・所蔵冊数表

■図書館を中心とした賑わい創出の連関図

　計画敷地である黒磯駅周辺は人口減少と高齢化が進んでおり、今後も都市機能を維持、

継続していくためにはコンパクトな都市構造への転換が必要である。この状況を踏まえて

那須塩原市は都市再生整備計画を策定し、黒磯駅を中心としたコンパクトな都市の再構築

を目指して各種施設を整備していくことが決定した。【那須塩原市都市計画 都市計画区域

の整備、開発及び保全の方針】

　その核となる本プロジェクトは、図書館としての機能にプラスして地域交流の拠点とな

るような建築であることが求められる。また、本建築は駅前広場に面しているため黒磯の

シンボル的役割を担い、ここを起点に活気あふれる黒磯が再編成される。

図書館プロジェクトスタートにあたり、「えきっぷくろいそ駅前図書館基本計画」、「黒磯駅前

及び駅周辺活性化懇談会」などのワークショップが行われた。そこで市民、行政から出された

提言内容、行政、周辺地域の関係性を整理し図書館のあるべき姿を探った。

　森における樹木が作り出す全体性は、樹

木が立っている「反復性」、永遠に続いて

いくような「永久性」、木漏れ日や視線の

抜けなどの「複雑性」によって生み出され

る。これらをなるべくシンプルな操作で実

現するためのジオメトリをスタディした。

採用したジオメトリは、2種類の角度が振

られた正方形を交互につなぎ合わせること

で出来る形態で、シンプルな操作ながらも

ランダムで複雑な印象を与える。
本提案では地域の交流拠点として、日常的に利用しやすい公共施設であることがふ

さわしいと考え、気軽に身を隠せる森のような建築をコンセプトとした。

森は一様に広がる全体性の中に複数の質が内包されている。さらに、樹木が強い日差しや暴

風を和らげることで、森の中は程よい環境の範囲内で収まっている。これをヒントに、一様

に広がる全体性（ストラクチャ）の中に内外、光、風が混在する建築構成を目指した。

制圧 共存

延床面積  3897 ㎡
総所蔵冊数  163500 冊

1F 
多目的ホール

会議・研修室

展示室

郷土資料・キッズスペース

待合・談話室

ブックカフェ・ショップ

交番・東野交通事務所

行政窓口・事務作業室

機械室

閉架書庫

その他

 

210 ㎡

103 ㎡

106 ㎡

210 ㎡

104 ㎡

210 ㎡

140 ㎡

127 ㎡

70㎡

170 ㎡

225 ㎡

計 1675 ㎡

開架書庫・・・・・・・・・・・

開架書庫・・・・・・・・・・・

2F
開架書庫

新聞・雑誌コーナー

PCコーナー

事務作業室

その他

2F 一般図書
1F 児童図書・郷土資料

84000 冊
4500 冊

75000 冊

88500 冊

計 2222 ㎡

1734 ㎡

245 ㎡

140 ㎡

70㎡

33㎡

政策目標
市民の声

近隣の学校

公共図書館

那須塩原市

都市計画

集約型都市構造

那須塩原市立黒磯小学校

那須塩原市立黒磯中学校

栃木県立黒磯高等学校

徒歩約10分

日常生活の利便性向上
魅力発信とコミュニティの再生

高齢者が暮らしやすい街。

若者が地元に残れる街

少子高齢化対策

飲食店・スーパー・スポー

ツ用品・書店・美容室・英

会話教室・宿泊施設

空き店舗・シャッター通り

・後継者不足

地域文化を育む交流拠点

ArtLibraryEvent

駅周辺の商業

・遊ぶ場所がない

・地元アーティストのアー
ト展示スペースがほしい

・気軽に立ち寄れる場所

・駅前カフェ
など

コンパクトシティ化の
主要プロジェクト

地元商業

問題

コミュニティ
市外
県外
外国人

暮らしやすい街

ワークショップによる提言

勉強

レクチャー

放課後の雑談

来館

黒磯の賑わいへの参加

情報発信

賑わいへの参加

都市再生整備計画

設計・建設

維持管理
図書館にプラスして、多目的ホール、展示スペー

スなど、地域交流を促すプログラムの導入

公共建築を起爆剤とする

地方都市の再編成

駅周辺のコンパクトな賑わい形成 市外住民

￥

￥

風

光

風

程よくコントロールされた環境

様々な質の空間の混在

一様に広がる全体性

ストラクチャ

室内

樹木

光

5000

55
00

45
00

10
00

6000
500 500

SITE



気温・湿度変動チャート

温度 5°以下の期間　湿度 30％以下の期間

温度 30°以上の期間　湿度 80％以上の期間

風速・風配図 ５月～ 8月 南寄りの風

①トップライトのパーツ化 ③フロア全体での照度解析照度解析によるスタディの流れ 積算日射量解析による本棚配置スタディの流れ

参考用モデルによる参考値設定用日射量解析④解析対象を本棚に設定し、本棚が受ける日射量を解析

④解析対象を本棚に設定し、本棚が受ける日射量を解析

①フロア全体での積算日射量解析

②解析結果から日射取得の大きい場所を避けて本棚を配置

駅前広場ランドスケープによる北風の軽減半外部空間に心地よい風を流す

設計（ゾーニング）

設計

シミュレーションコンセプト シミュレーション（気象解析）

シミュレーション（照度解析） シミュレーション（積算日射量解析）

シミュレーション（CFD 解析）

シミュレーション（CFD 解析） 設計

開かれた図書館

解析前の Ver1 作成

外部環境を 「制圧」 するのではなく 「手懐ける」 南北に卓越風の吹く中間期の長い那須塩原市

照度解析によるトップライトのスタディと平面計画へのフィードバック 積算日射量解析による本棚の配置計画

敷地風環境

半外部空間の通風 各種図面

08

09

05 06

10 11

07

12 13

本敷地は、駅前広場からの人の流れと、スーパーや学校へと向かう人が通る西側交差点が主要な図

書館へ導線となる。そこで駅前広場から西側交差点に通り抜けられる半外部空間を通すことで、寄

り道やショートカットで気軽に通れる導線とし、人々を図書館内に引き込むことで活発な地域交流

を促す。

環境シミュレーションの民主化は、予測でしかなかった風、光環境等の可視化をもたらした。

本提案では「完璧な快適性」のために外部環境を建築行為で「制圧」するツールとしての

シミュレーションではなく、シミュレーションによって、環境をコントロール不能ではな

い状態＝「手懐けた状態」として扱えるようになったからこそできる、極端に過酷な環境が

ない斑のある空間を生み出すためのツールとしてシミュレーションを活用する。

黒磯の気象条件を東京と比較すると、黒磯は比較的夏涼しく、冬冷え込む

事がわかった。30度を超える期間が東京と比べて短く、中間期が長い。

湿度に関しては年間を通して東京よりも高い。卓越風は、9～ 4月は北寄

りの風、5～ 8月は南寄りの風が吹いている。春の南風は心地よいので積

極的に取り込みたい。

分析

南寄りの風は新幹線の高架の柱により線路と直角な風向きへと変化し

ている事がわかる。北寄りの風の解析では、駅前が空間的に開けており、

シンプルな風の流れであるが、冬の冷たい風が他の建物に遮られるこ

と無く建築に直撃すること予想される。

ここまでで解析を行った気象条件や敷地環境、建築コンセプトを考慮し、必要書室、面積などを当てはめた

Ver1 プランを設計した。この段階では「おそらくこう光が入ってくれるだろう」といった予想の段階であるた

め、ここから詳細な解析によってプランを詰めてゆく。

1F PLAN

外観 内観

Ver1 （初期プラン）

↓５月～ 8月　南寄りの風 ↓9月～４月　北寄りの風

2F PLAN

解析によるトップライトのスタディーを進めていくうえで、やみ

くもに解析と変更を繰り返すのではなく、①パーツ化した個別の

トップライトの照度解析 と、②フロア全体の照度解析 の両方に

よって効率的に屋根形状をスタディーしていく方法を模索した。

結果、トップライトの最適化のみならず、外部テラスや吹き抜け

の位置などの平面計画にもフィードバックをもたらした。

感覚的に空けたトップライトと平面計画

4、3角形が混在していた屋根形状を 3角形に統一

効果的でないパーツの削除

パーツごとの採光特性の把握

＝スタディの効率化

熱負荷、照度不足の改善点可視化。

＝トップライト&平面プランへの

フィードバック

○× ×

△

○× ×

暑い

日差し強

風が強い

寒い

日差し弱

風が弱い

非許容 非許容 制圧

斑・共存

過酷

断面詳細図

許容

暑い

日差し強

風が強い

寒い

日差し弱

風が弱い

非許容 非許容許容

暑い

日差し強

風が強い

寒い

日差し弱

風が弱い

非コントロール

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

黒磯 東京

黒磯 東京

黒磯

湿度

温度

湿度

温度

湿度

温度

東京

9月～ 4月 南寄りの風

学校

仮プラン

①トップライト形状のルール設定とパーツ化

④トップライトの形状と平面計画の最適な形状のスタディ

②パーツ別照度解析 ③フロア全体照度解析

商店街

黒磯駅

街
スーパー

連絡通路直結

心地よい南風の取り込み

通り抜け出来る半外部空間

②パーツ別照度解析

④トップライトの形状と平面計画の最適な形状のスタディ

Ver5 2F 平面図

Ver5 2F 夏至照度解析Ver2 2F 夏至照度解析

Ver2 2F 平面図

参考用モデルを作成し解析を行い、
超えてはいけない基準値（リミット）を設定

①で得た解析画像をプランと重ね合わせながら配置

再解析フィードバック

夏至 1日
冬至 1日
年間

①フロア全体での積算日射量解析

②解析結果から日射取得の大きい場所を避けて本棚を配置

設定したリミットを超えている場所の改善

③本棚に当たる日射量の参考値を解析

④解析対象を本棚に設定し、本棚が受ける日射量を解析

再解析フィードバック

参考用モデル作成

ちなみに日射を考慮せず本棚を配置した初期案では・・・

解析結果一例

一日の日射量 = 0.8kwh/㎡ 

年間の日射量 = 200kwh/㎡ 

本棚が受ける

日射量

となるように日射遮蔽や本棚配置をスタディ

＞

（南 年間積算日射量　L =１～５ｍ）

冬至 1日 年間

夏至 1日

ランドスケープなし

2F

1F

1F

2F

ランドスケープあり

南風は高架の柱により東寄りの風に変化するため、線路に面したファサードから風を取り入れ

ることで効率よく風を流せることがわかった。冬の北風は冷たいためできるだけ風速を抑えた

いものの、完全に空間を閉じてしまうと通り抜け出来る半外部空間のコンセプトを失ってしま

う。そこで、建築と連続性のあるデザインのランドスケープによって、「建築に引き込む」とい

う意匠的効果と「北風の風速軽減」という環境面の 2つの効果をもたらす駅前広場を設計した。

南風 3m

北風 5m

X’

X Y

Y’

行政窓口

ブックカフェ・ショップ

東野交通事務所

待合・談話室

交番
多目的ホール

ホワイエ

キッズスペース

児童図書

郷土資料

子供の森

展示スペース

WC
WC

EV
EV閉架書庫

会議室・研修室

駐輪場

駐車場

二輪車

電気室・機械室

カウンター

駅前広場

黒磯駅

通り抜け可能な外部空間の導線

2F平面図

1F平面図

新聞・雑誌コーナー

1Fカフェ

PCコーナー

デジタル展示

映像・音楽

一般図書

一般図書

WC
WC

WC

青少年図書
人気図書

サービスカウンター

事務作業室

企画本棚

一般図書

連絡通路から図書館へのアクセス

木漏れ日ロード

中間期は半屋外化。中庭へと風を導く

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス テラス

WindWind

X’

X Y

Y’

２FL-450

２FL-450

２FL-450

２FL-300

２FL+300

２FL-300

0 4 8 12 16m

0 4 8 12 16m

外壁部平面詳細図

※ヒートブリッジ対策のため
外部に面した部分は外断熱
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フッ素樹脂塗装
外装：St PL-9

スタイロフォーム
 t=50

スタイロフォーム
 t=50

Low-Eペアガラス
t=12

Low-Eペアガラス
t=12

コーナー化粧：St PL-1.6

スチールマリオン

コーナー化粧：St PL-1.6

高流動コンクリート
t=62

高流動コンクリート
t=57

St PL-9
コンクリート打設穴
Φ＝50
ジョイント金物

St PL-9

スタッドボルト
Φ12 L=62 @300

▽2FL

55
00

53
70

50
00

42
0

58
0

30
0

30
0

12
0

45
00

45
00

50
0

37
0

▽RFL

フッ素樹脂塗装
外装：St PL-9
スタイロフォーム
t=50

Low-E ペアガラス
t=12

Low-E ペアガラス
t=12

フッ素樹脂塗装
外装：St PL-9
スタイロフォーム
t=50

額縁：St PL-1.6

スチールマリオン

天井：RC打ち放しの上
フッ素樹脂塗装

壁：St PL-9の上
フッ素樹脂塗装

室内

新聞・雑誌コーナー

室内

ブックカフェ・ショップ

駅側吹き抜け

半屋外

天井：RC打ち放しの上
フッ素樹脂塗装

壁：St PL-9の上
フッ素樹脂塗装

スタッドボルト
Φ12 L=62 @300

額縁：St PL-1.6

額縁：St PL-1.6

床：フローリング t=12
フリーアクセスフロア 500角

屋根：コンクリート成形版 t=45
断熱材：ボリスチレンフォーム t=25
アスファルト防水

スラブ上断熱材　t=20
ボイドスラブ　t=300

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5

F-1 F-2 F-3 H-1 H-2

H-3 H-4 H-5

J-1 J-2

I-1 I-2 I-3 I-4 I-5

I-6 I-7 I-8

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 D-1 D-2 D-3

E-1 E-2 E-3

5 ～ 8月 卓越風

９月～ 4月 卓越風

仮プランで感覚的に開けていたトップライト

解析による最適化前

解析による最適化後

Ver2 パーツ一覧

夏至 1日の床面積算日射量

夏至 1日の床面積算日射量

冬至 1日の床面積算日射量
Ver2 パーツナンバリング

解析結果をプランと重ね合わせてみると、室内に熱負荷をかけている場所などが可視化さ
れる。これらを平面プランとトップライト形状のスタディにフィードバックし、プランを
ブラッシュアップさせていった。

年間と夏至の日射量の結果は大きな違い
が無いものの、冬の低い太陽高度では建
物の奥まで日射が入っていることが分か
る。日射がどうしても厳しい場合は、照
度解析で決めたトップライトの形状まで
戻って形状変更を施した。

基準値オーバー

東西南北それぞれ、夏至、冬至、年間の日射量を開口からの距離別に解析をかけ、

本棚が受ける日射量における基準値を設定した→

一日 ＝ 0.8kwh/ ㎡ 以下

年間 ＝ 200kwh/ ㎡ 以下

【南】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【西】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

Front TopIsometric

Front TopIsometric

【南】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【西】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【南】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【西】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【北】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量
Front TopIsometric

【東】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【北】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【東】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【北】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【東】6/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量
Front TopIsometric

【南】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【西】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

Front TopIsometric

Front TopIsometric

【南】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【西】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【南】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【西】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【北】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量
Front TopIsometric

【東】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【北】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【東】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【北】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量

【東】12/21/1:00 ～ 24:00 積算日射量
Front TopIsometric

【南】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【西】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

Front TopIsometric

Front TopIsometric

【南】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【西】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【南】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【西】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【北】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量
Front TopIsometric

【東】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【北】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【東】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【北】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量

【東】1/1/1:00 ～ 12/31/24:00 積算日射量
Front TopIsometric

夏
至

冬
至

年
間


